
PDF issue: 2025-01-15

特集私たちのみた世界 : 朝食はアイスラン
ドで

浅井, 辰郎

(出版者 / Publisher)
法政大学地理学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
JOURNAL of THE GEOGRAPHICAL SOCIETY OF HOSEI UNIVERSITY / 法政地理

(巻 / Volume)
8

(開始ページ / Start Page)
70

(終了ページ / End Page)
73

(発行年 / Year)
1967-03-21



な耗計だがア メリカ全土の総死亡の季節突化をみると、白人は冬陀だけ死亡の山を持つが一ーこれ

は現代の日本や英匿 と同じク イプーー黒人は冬山のほか瞑夏にもにぷいは1を持つ。これは私の説

からすると後造即クイプたの広 丁度日本の戦前のク イプ。 またアメ リカを州りIliてみても、歴史灼

V（みてもこの事はた しかにいえる。でも珪在みられる黒人の夏/.Iiも、昔はもつともつと昂く時代と

とも記氏下してきた手は珀実である。

ニユーヨーク市の白人、犯人の季節咬化を示す紳計がたいのは残念だが、ハーレム剖＇区の乳児死

亡率がほかのサ区よりずばぬけて高い一ー出生千人についてハーレムrt40人前後の死亡率、他の

地区は 20 ~ 3 0人の死亡率） 一ー ことからみても、季節究動のクイプはおそらく後進型ではなか

ろうか？ ニユーヨーク市の統計局で品く黒人の女子投員妬 ｀ハーレムの乳児死亡率はどうしてこ

”約のでしよう？ ’'とさ・りげなくきいたら、すかさず ＂ポパテイ ー’'、 この一言はいまだに私の

脳櫻かう消え去らない。

法政大学文学袖照師祓山政子
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朝食 はアイスラ ン ド で
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. I 

西洋風の朝食、それは和淳食正でお目iてかかるあの トースト・ハムエッグ・コーヒー（紅茶 ）の

啜だと日本では一般匠信じられているようだ。それどころではない。これを真似ることが文化的だ

の、企歩的だの、健瞑的だのと大つびらに宜伝したり、何 も知らない子供に家庭教育を したり、内

心ひそか忙目悛してすぺての劣第感をこれで埋め合わせたりする明治 10 0年ならぬ 「明治 1D年

族」が跡を絶たない。

所がである。まずヨ ーロッパの朝食をやや皮相的だが、ホテルのそれで一寸眺めて見ょう。ロン’

ドンの安宿 (19 6 4年冬匠朝食付 1週間 8,0 D D円）でも、その朝食はコ ーン フレーク 1椀、 ト

ースト4枚、 ハム（ペーコン ）エッグー皿か焼ソーセージ一irn.又はひらきにしんくん製のパク ーい

ため一煎、 バクーが3X 5 X 1. 5 C1/I位、マーマレード小カソプ 1杯、砂糀中カ ップ 1杯、紅茶かコ

・ーヒ ー1ポット、 ミルク大カツプ 1杯は 4ヶ月閤少しも変らなかつた。これだけあると余程の大食

模でない限り朝一遠原は食ぺ切れない。私は一一話がみみっちくなつて恐箱だか一ー食事が個室に

蓮ばれて来るのを幸い、 ホテルで仕祖を続ける 日忙は前日の貿い健きと合わせて昼食も これで済ま
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せたのであつた。

この督は国際地理学会謡の Excursionで廻つた英国各地のホテルでも大同小異であったい

所 で々泊つた大・学寮の食堂では井方色も登も更妬豊かであった。だからオラ ンダやフランスから来

如・;¥理学者たちは 「英国の朝食代腔匠もたれる」と云つていた低どである。

見方を弯えると、 この英回式の朝食は岱も質もさして夕食と異らず、 日中の活動プ？の源泉となつ

ているの（て郊して、 日本の夕食は朝食に較ぺてずつとこ頂昧になつていることである。だから洋風

を芯奉するなら この壁も、亜l夕の比も燕奉すべきなのに、そこはすつかり形式化してし寺つている

所i(C、欧米崇拝の 「明治 1D年族」と呼ばれても仕方がない根梃がある？ 一ーー のである。

II 

数多い日本の流行雑誌、 ファッジョンモデル ・洋装店など一連の産染の命を預つているバリモー

ド、その軽いフランス式(/_)朝食も疫可クした可丘広く B本妬入ってぃる〇原姿いといぅのは放和屈ジ心へ

ミルク、 パク ー、 ・；；ャム、 コー ヒーで大（本完結するからで、肉や魚は特別注文しなければ出ない。

この怪い朝食は 「コンチネンクル」とも呼はれ、私の体験では北はドイツ、オランダから南はイク

リー、 スベインなどvc及んでいる。大把みに云うと炭殺の自粕度の旧jい固々である。 ドイツやオラ

ンダには白いバンもあるが、淡初色の半箱白バンやクラッカーのたぐい、それからライ麦・必の爪 〈

てや刈破味のある黒バンを辿当な彫さに切ったのか 1~ 2枚づぷ渇！口盛られて伽食に出て来る。ふ

んだん[Cパク ーの添えてめるのは始しい。フ ランスでは脂気の多い竺．日月型のクロワッサン、 2つ

山の悔いフランスバン、細くてコクの a.'.)るフィンガーロールなどさすが妬バンの固である。もつと

もバリの柑［中で）L太のようなバンを包みもせず潤に担いだり、 小脇Vこか上えたりして歩いている姿

は、 バスツール以前の細菌を知らぬ社会が今に生きている格である。それはさておき このコンチネ

ンクル朝食はバンと同じ拉の目方のバクーをつけるか、 惟（かつ消化の遅い烹パンを食ぺない限り

早く空／復になる。この2条件を 日本で充たすことは経済上、材料上まことに困唯である。つま り今

日本妬見られる粕白バンを王とし、 パクーを申 しわけ柘つける簡易朝疫は、・米食による大人の謡粉

過剰を抑える効果はあっても、発育途上の宵少年化は栄壺上明らか忙不充分である。この分訴もせ

ずにバン食礼讃をやる製は、やはり明治 1D年族の疑いが粉｝い。

皿

お説教じみたが実はこれは本囮ではない。次花今まで出て来なかつた北欧の戟食はどうであろう

か？ ノールウエー、 デンマーク、 ズエーデンの原肘食柘共通するのはプ、モーレプロー ド(sm</Jrr.e

brod)と呼ぷオープンサンドウィッチとコーヒ ーの組合せであると見てよい。これはや り厚切り

の 1枚のパンの上に脱脂クリ ームのようなものをこつてり途り、 レクスで即んだ中に値段妬よつ

て小エピとか、にしんの酢酒けとか、オイルサーデイン、ハム、 ソーセージの類を実妬きれい妬戟
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せたものである6オズローのホテルのキャフエテリヤで見ていみと、町の人々が多く人つて来て、

これを 1つ2つ皿侭求め、 コーヒーを汲んで席につき、 ナイフ、 フォークを巧みに捧つて食ぺて働

き侭出て行くっ これは この5臣のお固料理なのか、 ロンドンのノ ールウエー食品店でも店頭（て美し

＜賄つてあった。栄妥的にも上から荼白質、野菜、殺粉が調和して居り、 食ぺても、眺め ても実忙

楽しい料迎である。私VCはこれが北欧の芸術と合理主裂との瑞的な表現のように思えてなら ない℃

IV 

さて北欧がこうたらその 1a世紀以来の文化をそのまま保存していろアイ スラント・11:もスモーレ

プロー ドはあるのだるうか＇．＇ いやいやそこにはもつと珍しい、 あの東京で珍俄されている ヴァイ

キン グ料理原の朝食が鍛存しているのである。旅行茶内にも viki r.{!,料理がアイ スラン ド妬だけ

その余命を保つていると特配されているのたからおもしろい。

訊鯰訳II.＇口 る。その一限冥白いテープルクロスの上tCは銀や瀬戸物の大皿に盛つたハム、

ソー七ージー一 それも材料が豚や羊で，脂の多いもの、 少いもの、軟かいもの、 よく煽したものと

幾Jillもある。一 さら妬これもアイス ラン ドI産の小エ ピ、にしんの酢漬、ゆで敗 胡瓜 トマト、

レモンの輪切り、 リン ゴの八i!lり、オリ ープの実の油漬などが所狭しと並んでいる。片方にはきれ

いに スライサーで切つた白バン、福色バン、黒バンかいくらでもご自由にと云‘わんばかりに収翠：！

に盛つてある。客は中Wlを持つて欲しv,も(/.)を欲 しいだけ防手たとつて席侭つく。そこヘホテルの

上品な鋲妥の士婦がa put of t8a or. coffeeを持つて来て〈ik 一寸咲単な朝食が始

まるという具合である。食ii.t(1凶岱中で立つて科砲を追加するのは一向硝わないい 大1111に元がなく

なれば ウエイトレスが新しい大皿を持つて来てくれる。まことに応楊なものである。

私にとつて羊のハムは始めの中少し臭みが昴についたが、玉葱の総と 月桂面の葉を没したにしん

の酢油はもつとも日本の1*に近く てうまかつた し、泉熱利用混室から来たばかりの、ヘチマほども

ある大胡瓜や黄色味がかつた トマト は新絆そのもので、 大いに兵欲をそ•そられた。 前夜逗くまで本

をよみ、 ノートをとり、時にマイ クロフィ ルムの恥彩
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に時を過したあとでも、この朝兵が楽しくて思わず早

起さしたというのがアイスランド 1カ月半の正庶た話で

である。これは首都レイキャピク(;,．ンティホテルの例

だが、北岸忙ある;f'2の都市アーキユレリーのホテJレ

でも同様だったし、戸牧 10 0 位のプ レンドウォ•,: ( 

BlondU'JS)、戸故 20笹のレイキャリ ッド (Re-

ykj.ahlit)の小さなホテルでも揺類こそ半減 した

が同じ方式であった。
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V 

若い女の子でさえ意味のない微笑はしない し、余計な 口もわかないアイスランド人。始めは取り

つく烏もないと思つた この匿の人 が々、いざ括 して見るとf（投とでも、田舎へ行つても英語か ドイ ツ

語はよ く通じ、かつ稼即翫問胆にとり組んでくれる。アメリカ版のアイス ラン ド埒誌を見る と「

昔膀にでも：西じたラテン膀は今や英陪忙変つている」とある。そのくらい節り街はないが実質的な

この臣民の国際性、/ 9世紀iてノールウ エーハ ラルド王のザ政を潔しとせずこの北海の孤島に新天

地を栗き、早くも 93 0年 ADに世界疫初の油会政治を始めたこの菌民の社会性．／ その後のデン

マーク子の圧政、笥莞の寒冷低火山爆卒による｝衣畜の激減と人口の減少など長い賠黒時代を経て

も今なお 10批紀のサガ文学を維持 い 誇り、毎夜のラジオに、 小学教育の規範に採用している根

強い歴史性ゾ 火山国で石灰岩を欠く けれども海底の貝殻で大き な七メント工場を経営し、滉泉

熱を和用 して野菜を北欧にま で袷出 し、特瓜多くの漁業因と僚争しながらその加工品を諸外国に

翰出 して取人(1.)90 %以上を侍ている独創的な科学性．ノで

これらアイスランド人の諸性格を総合して示すものの一つか、 この．さをかな Viking式朝食であ

る、 と私は考える。諸者諸督のと感想ご批判を待つもの切である。

法故大学文学部教授 ・浅井辰郎
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5. マ カ ォ

トバクのあがりでまかなつているといわれるマカオ。菩提樹の街路樹がと くに目立つた。 しかし

ボル トガル領と中国との国境線のバ リケー ト花陸つづきの国境線というものの答園のものもの しさ

に培く。 とはいえそこに立つポル トガルの兵隊も、・平和な顔をして私たち観光客をながめていた。

名物の トバクは、 カー ドトバクやJレーレツト のような、室内での トバクだけではな く、 うさぎや犬

などの鈍技もその対象となつており、設廊が大き〈 てととのつているのに｝困心すみ。

この町の人は漁業の低か手芸品の生産など忙従市しており、町！てほ楡人品の金淡品を売る店が多

い。免税であるため香港妬くらぺると岡じ品でも大変安い。町でボケ ットウ イスキーをひとびん買

つて、香港のホテルにて飲んだと ころ、 これも免杓品と思うとその味は柁1）1J！ておいしく感じられた。

紬馬区ぷr且臼仇'2小学校 奥田さよ

-73-


